
 

 



 
巻頭言 
私の大切な 1冊 

人間環境デザイン学科教授 

東 実千代先生 

不要不急の外出を控える日々が続き、インターネットで買い物をすることが増え、時間を節約できるもの

の、その便利さに一抹の味気無さを感じていました。そんな時、ふと立ち寄った書店で出会ったのが「Savoir

＆Faire 木」でした。真っ白な背表紙には「木」の文字だけ。手に取ってみると函入りで表紙にはダイナ

ミックな木目と節、本には深い緑色で木の絵が一面に描かれ、その装丁の美しさに心惹かれました。内容を

みると、フランス語版の「Savoir＆Faire：Le Boir」から 8編を翻訳したものに日本人 11名の寄稿やイン

タビューを加えて「木」をテーマに、Ⅰ 木と出会う、Ⅱ 木と生きる、Ⅲ 木と感じるという構成で編纂さ

れていました。著者は歴史学者、哲学者、木の彫刻家、建築家、木工家具作家、発酵学者、デザイナー、調

香師、写真家など専門分野が多様で、それぞれの立場からの木に対する考えを知ることができる一冊です。 

例えば、中世史家によると、当時は木も石も素材として価値を認められ高く評価されていましたが、金属

は地の腹わたから引きずり出されたのち、木の大敵である火で加工されたものであるため、悪魔的と捉えら

れていたとのこと。職業に対する評価においても、鍛冶屋は鉄と火を操る一種の魔法使い、大工は高貴で純

粋な素材（木）を扱うので、慎ましいが人々に尊敬される職人とされたそうです。 

また、あるデザイナーは、椅子に木材を用いることは、単に自然の要素を取り入れるということ以上に、

プシュケー（魂）を召喚することに等しいとし、その椅子が人間工学に即したものになる所以と述べていま

す。木は人との親和性が高く、あらゆる生活場面でともに過ごしてきた歴史からもこれには納得させられま

した。そして、木の寿命は人より遥かに長く、命ある素材として「木」を活かす際には畏敬の念を忘れては

ならないと改めて認識しました。さらに、加工しやすい特性から非常時の DIYに活用した事例として、東日

本大震災を契機に発足した石巻工房（公共工房・木工家具製作）の活動が紹介されており、人々のコミュニ

ティ形成の場の創出とその後の活動の広がりに果たした木の役割についても語られています。 

その他にも、発酵学者による「木と食の道具」、漆器作家による、「日常の木の器」のほか、調香師による

「香る木」など、各専門家による木にまつわる様々な話題が満載です。 

自身も木造住宅に住み、木製のダイニングセットで食事をするときには、木のお椀やスプーンをよく使用

しますが、その歴史や作り手の想いを知ることで一層愛着が湧いてきました。 

多くの挿絵や写真が内容の理解を助け、それぞれの視点で楽しみながら読むことができる本として紹介 

させていただきました。 

みなさんもこの春、書店での偶然の出会いを求めて出かけてみませんか？ 

 

『Savoir＆Faire 木』 
エルメス財団編 



 

データベースがリニューアルされます 

文献だけでなく、外部連携期間、期間リポジトリの

研究データ、KAKEN の研究プロジェクト情報など

を含めて横断検索できます。 

2022年 4月 18日より  

CiNii Articlesは CiNii Research へ統合し、

論文検索は一本化されました。 

 

CiNii Research 

2022年 4月 27日（水）より 

新バージョンがご利用いただけます。 

◎ゆるふわ検索 ◎PubMed検索    

機能が追加されます。 

※旧バージョンも夏頃まで 

利用可能の予定です。 

 

医中誌Web 

 

 

 

画面がリニューアルされ、更に見やすくなりました。 

【利用時のルール】 

学内の規程により、一人一日あたりのダウンロード

数は１０論文までと定められています。 

また、１０論文であっても、一つの雑誌の論文を網

羅的に大量ダウンロードすることは禁止です。ルー

ルを守って正しくご利用ください。 

メディカルオンライン 

 

新聞記事データベースサービス 

「聞蔵Ⅱシリーズ」から 

   

「朝日新聞クロスサーチ」に変更し、 

   

新機能と新画面デザインで、 

新しいデータベースとしてリニューアル

されました。 

※ 4月末までは「聞蔵Ⅱ」と 

「朝日新聞クロスサーチ」の両方が

使用できます。 

朝日新聞クロスサーチ 

 
 

  

 

 



 

 

    

  

″SDGsのために、個人でできることは無・限・大 ！″ 

 



 

すぐに使えてよくわかる 

養護教諭のフィジカルアセスメント〈2〉 

 
けいれん、発疹、過呼吸など学校

でよく見られる病気やけがにつ

いて、重症かどうか、緊急搬送が

必要かなど症状を見極めるポイ

ントを解説 

2020 年におこったコロナ禍にお

いて、高校吹奏楽部に関わる学生

たちも、自宅待機によるクラブ活

動の自粛や吹奏楽コンクールの

中止などさまざまな困難にみま

われた。その状況をどのように乗

り越えたかを描いたオムニバス

ノンフィクションストーリー 

吹奏楽部バンザイ!!  

 

これから日本人はどのよう

に生き、どのような未来を

描けばよいのか。多分野で

活躍する賢人たちの思考と

言葉で導く論考集 

私たちはどう生きるか 

コロナ後の世界を語る〈２〉 

 阿川佐和子ほか著 

オザワ部長 

北垣 毅 

エビデンスに基づく 

競技別・対象別スポーツ栄養 

 髙田 和子ほか著 

スポーツ栄養学における最新の研

究成果を踏まえ、競技種目や対象・

目的に応じた適切なエビデンスを

示す。公認スポーツ栄養士による

実際のサポート、献立例も掲載 

失敗から学ぶ 

 
石井 英真ほか著 

せきららなエピソードで学ぶ! 失

敗との向き合い方!これからの教

師のための思考法! こうすればう

まくいく」はもう通用しない。ど

のように立ち直ったのか。どのよ

うに次に生かすのか。失敗事例か

ら学ぶ、教育実践学! 

認知症になっても「なにもわから

なくなったり」「なにもできなくな

ったり」するわけではない。 

よりよく生きていくために必要な

こととはなにか。「なにができて」

「なにができなくて」がわかれば。

できないことをどう工夫すればよ

いのかを補うためのガイド 

認知症の私から見える社会 
丹野 智文 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンターで貸出であることを伝えてください。 

貸出の場合は学生証を提示してください。 

貸出中の資料を他の人に又貸ししないでください。 

 
本の背に赤いラベルが付いている図書は貸出禁止図書です。 

館内でのみご利用ください。 

 

図書館だより No.33 2022 年 4 月発行 

（年 2 回発行） 

編集発行 畿央大学図書館 

〒635-0832 北葛城郡広陵町馬見中 4-2-2 

TEL 0745-54-1601 FAX 0745-54-1600 

https://www.kio.ac.jp/toshokan/ 

学生 院生 教職員

2週間・ 5冊 3週間・ １ ０ 冊 4週間・ 10冊

視聴覚資料 2週間・ 10タ イ ト ル

雑誌 無制限１ 日

貸出冊数・ 期間

図書

図書館常設パソ コ ンでの閲覧のみ可

貸出不可・ 館内閲覧のみ

貸出について 

カウンターへ借りた人が自分で本の返却手続きに来て下さい。学生証は不要です。 

 

貸出冊数・期間 

通常開館期間 

返却について 

短縮開館期間 

開館日・休館日 

直接書架へ返さないでください。カウンターで返却処理が行われないと、未返却のまま

となります。 

返却期限は必ず守って下さい。図書延滞者は延滞期間日数を返却した日より貸出停止と

いたします。 

 

月曜～金曜････9:00～20:00 

通常時上記のとおりですが休館日や開館日時は変更される事があります。 

詳しくはホームページをご覧下さい。 

月曜～金曜････9:00～18:00 

土曜･･････････9:00～18:00 土曜･･････････9:00～18:00 
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